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　長野市立博物館では、令和７年４月 26 日から６月 29 日まで、企画展「見るカイあり！

貝の魅力大集合 ―長野の貝化石から現在の貝殻まで―」を開催します。

　貝の仲間には、巻貝や二枚貝をはじめ、タコやイカ、細長い殻をもつツノガイなどがあり、

多様な種が知られています。地球上の動物の中では昆虫に次いで多くの種が確認されるとと

もに、生息域も深海から淡水、さらには陸上にまで広げ、まさに大繁栄を遂げている生物です。

　長野市内では、かつて海だった地層から多くの貝の化石が発見されており、それらの生

息環境を調べることで、当時の自然環境を復元することができます。また、戸隠には現在

絶滅が心配されている希少な貝が生息し、旭町遺跡からは縄文時代に作られた貝の形をし

た遺物が出土するなど、意外にも貝に関連する話題が身近にあります。

　本展では、長野で見つかった貝化石（図１）から、図２、３のような世界中の美しい色

や形の現生の貝殻まで、多彩な貝を一堂に集めてその魅力に迫ります。

図 2　チサラガイ（信州大学理学部蔵）

図 1　ナガノホタテ（当館蔵）

図 3　ヒメゴゼンソデ（信州大学理学部蔵）

令和７年度春季企画展紹介



—1—

１　貝とはどんな生き物か

皆さんが思い浮かべる「貝」には、どの
ような種類がいるでしょうか。最も身近な
のは、食用の貝かもしれません。アサリや
シジミ、ホタテなどの二枚貝（二枚貝綱）、
サザエやアワビといった巻貝（腹足綱）が
代表的です。一方で、カタツムリやナメク
ジも巻貝の仲間です。さらにはタコやイカ
も貝の仲間と聞くと、意外に思われるかも
しれません。

貝の仲間は、軟体動物（正確には軟体動
物門）に含まれており、貝殻をもつ仲間（有

殻亜門）と貝殻の代わりに石灰質の棘（骨
針や骨片）をもつ仲間（有棘亜門）の２つ
のグループに分けられます（図４）。

軟体動物の共通の特徴の一つは「歯舌（し
ぜつ）」と呼ばれる器官をもっていること
です。歯舌は口の中に歯がヤスリのように
並んだ構造で、食べ物を削り取る役割を果
たします（二枚貝の仲間は、進化の過程で
歯舌が失われています）。

今回は、貝の仲間として、二枚貝、巻貝、
タコやイカの仲間（頭足綱）を中心に紹介
します。
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画像提供：⿃⽻⽔族館

画像提供：
⻑⾕川和範（国⽴科学博物館）

図 4　貝の仲間の分類
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２　貝の体のつくり

「貝殻に“年輪”？」
貝の仲間の体は、「頭・足・内臓塊」に

分かれており、外套膜という大きな袋に包
まれています。この外套膜から炭酸カルシ
ウムを分泌して貝殻を作っていきます。

「貝の体のつくり」
貝の仲間の体は、頭、足、内臓塊に分かれています。

二枚貝を見ると同心円状に細かな線がた
くさん見られます（図 5）。これは貝が炭
酸カルシウムを分泌して少しずつ殻を大き
くさせていったことがわかる成長記録で
す。貝の成長は主に餌の供給量によって変
化するので、冬期などの餌が少ない時期に
は殻の成分を分泌できないために成長が遅
くなります。成長が鈍化したところで暗褐
色の線や凹凸ができ、年輪のような模様が
殻の表面や断面に刻まれます。この模様の
数や間隔、殻の成分を調べることで、その
貝が生きた年数や生息環境を推定すること
ができます。

 

  

図 6　貝の体のつくり（軟体部画像提供：埼玉県立自然の博物館）

図 5　ベンケイガイの“年輪”
（おおよその成長の過程）

多くの二枚貝は、この立派な
足を使って砂の中に潜っていきます。

足

出水管

入水管

※二枚貝の頭部は、進化の過程で失われています。
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アアササリリ（（二二枚枚貝貝））

貝殻を閉じるための筋肉です。
前後に1つずつあります。前前後後

内臓を守る器官です。外套膜からは、
貝殻を作るための炭酸カルシウムが
分泌されています。
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ササザザエエ（（巻巻貝貝））

頭
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消化液の分泌などを行う器官です。

軟体部と殻を繋ぐ筋肉です。
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ホホタタテテガガイイ（（二二枚枚貝貝））

後後前前

ホタテガイの外套膜は「貝ひも」として流通して
います。外套膜には「外套眼」という光の明暗
を受容するための“目”が約80個ついています。外套眼

消化腺

生殖巣

エラ

ホタテガイは前閉殻筋が進化
の過程で失われ、後閉殻筋が
大きく発達しました。

殻をすべて外套膜で覆った状態

キキイイロロダダカカララ（（巻巻貝貝））

タカラガイの仲間などは、普段は貝殻を外套膜で覆っています。

殻の右半分を
外套膜で覆った状態

画像提供：鳥羽水族館
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「貝にも前後左右がある」
貝の仲間は、上から見たときの体の中心

を軸に左右が同じ形（左右対称）をしてい
ることが基本です（図 7）。巻貝は貝殻や
内臓は左右非対称ですが、頭や足は左右対
称です。巻貝は頭部が目立ち、動き回るの
で前後左右がすぐにわかります。一方で、
頭部が発達しない二枚貝にもちゃんと前後
左右があります。二枚貝は砂や泥の中に潜
るときに、足を海底面に差し込んで海底の
下へ進みます。つまり足が出る方向が前方
で、反対側（水管が出る方）が後方です。
そして、貝殻の前方を上にして貝殻のと
がった方（背縁）から見たときに、右殻と
左殻がわかります。多くの二枚貝では、殻
頂は殻の前方に寄っています。

 
 

「殻にもいろいろ…」
貝の仲間の多くは、石灰質（炭酸カルシ

ウム）の殻をもっています。殻には外敵か
ら身を守ったり、海底で体を安定させたり
する役割があります（図 8）。ナメクジや
ウミウシの仲間、ハダカカメガイなどは、
進化の過程で殻が失われた巻貝です（図

9）。また、イカの仲間には「甲」と呼ば
れる退化した貝殻を体の中にもつ種類もい
ます（図 10）。殻をなくすことは、運動能
力を向上させたり、殻を作るエネルギーを
節約できたり、狭いところに隠れることが
できるなどのメリットがあると考えられて
います。

図 7　貝の体の前後左右

図 10　コウイカとコウイカの甲
（画像提供：鳥羽水族館）

図 9　アンナウミウシ、ハダカカメガイ（クリオネ）
（画像提供：鳥羽水族館）

図 8　リンボウガイ（信州大学理学部蔵）
殻の周囲の長いトゲには、海底で体を安定させる役割があります。
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３　長野の貝化石

約 300 万年前まで、現在の長野市域に
は海が広がっていました。その当時に堆積
した海底の地層からは、数十種類の貝の化
石が発見されています。これらを調べるこ
とで、かつての長野の海の環境を詳しく知
ることができます。

長野市の西側には約 500 ～ 300 万年前
の地層が広がっており、岩石の種類や重な
り方から、権田層・高府層、城下層、荻久
保層の大きく 3 つの地層に分けられ、そ
れぞれの地層から多くの貝化石が産出しま
す。

化石の貝の種類を調べていくと現在は生
息していない種（絶滅種）と、現在も日本
沿岸に生息する種（現生種）に分けること
ができます。この現生種が日本周辺のどの
ような環境（水温・水深など）に生息して
いるのかを調べることで、大昔の海の様子
を推測することができます。

絶滅した貝の中には、シナノホタテやナ
ガノホタテ、タナカニシキなど、長野県北
部にのみ生息していた固有種が含まれてい
ます。

  

一方、現生種ではエゾワスレガイやエゾ
キンチャクなど、現在でも北海道から東北
地方の沿岸に生息する貝の化石が発見され
ています。これらの貝は、水深 60 m より
浅い海に生息する種です。そのため、かつ

ての長野の海は寒冷で浅い海が広がる環境
であったことがわかります。

 
 

４　長野にまつわる貝たち
コガタカワシンジュガイ　

戸隠で発見されたものを基に研究が進め
られたことから、この貝は「戸隠」の名が
学名（Margaritifera togakushiensis  :「戸
隠産のカワシンジュガイ属」という意味）
につけられました。長野市の天然記念物に
指定されており、最新の環境省レッドリス
トでは絶滅危惧ⅠＢ類［EN］（近い将来に
おける野生での絶滅の危険性が高いもの）
に分類されています。国内での生息確認は、
北海道、青森県、岩手県、長野県のみと限
られています。

 

コガタカワシンジュガイを含むカワシン
ジュガイの仲間は、サケ科魚類への寄生を
必要とする独特なライフサイクルをもちま
す。特にコガタカワシンジュガイは、幼生

図 11　シナノホタテ
（当館蔵）

図 13　エゾワスレガイ
（当館蔵）

図 15　コガタカワシンジュガイ

図 12　タナカニシキ
（当館蔵）

図 14　エゾキンチャクガイ
（当館蔵）
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の時期にイワナのエラに寄生し、養分を得
ながら成長します。一定の大きさになると
エラから離れ、その後は川底の砂の中で生
活します。　　

ミヤイリガイ（カタヤマガイ）
かつて、人々はこの小さな巻貝を根絶し

ようと奔走しました。殺貝剤の散布、火炎
放射器による焼却、水路のコンクリート化
など、あらゆる手段が講じられたのです。
この憂き目をみた貝は、長野市松代町出身
の宮入慶之助博士（1865 ～ 1946）によっ
て発見され、後に氏の名を冠しミヤイリガ
イ（カタヤマガイとも）と呼ばれるように
なりました。

この貝は主に、夏でも水温が 20℃を超
えない山間部の渓流に生息するため、「清
流の貝」として知られています。

 

ミヤイリガイが官民一体の根絶事業の対
象となったのには、「日本住血吸虫症」と
いう重篤な寄生虫感染症が関係していま
す。この疾病は、日本住血吸虫という寄生
虫が人体に寄生することで発症し、初期症
状として発熱・下痢・全身の倦怠感が現れ
ます。やがて腹部が膨れ、最終的には死に

図 16　カワシンジュガイ類の生活史（環境省、カワシンジュガイ類の保存事例集より引用）

図 17　ミヤイリガイ（画像提供：信州大学理学部）

図 18　宮入慶之助
（画像提供：宮入慶之助記念館）
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至ることもある恐ろしい病です。日本住血
吸虫のライフサイクルには、ミヤイリガイ
が不可欠でした。この危険な寄生虫は、卵
から孵った後、一度ミヤイリガイに寄生し
なければ、人や動物に寄生することができ
ません。そのため、この寄生虫の中間宿主
であるミヤイリガイを根絶すれば、寄生虫
も根絶され、感染も防ぐことができると考
えられました。こうして、冒頭に述べたよ
うなミヤイリガイの駆除が日本各地で実施
され、その成果もあって、1996 年の山梨
県における終息宣言などをもって、百年以
上続いた日本国内での日本住血吸虫症との
闘いは終息しました。

 

住血吸虫症は、長年にわたり世界各地で
多くの人々を苦しめてきました。しかし、
宮入博士によるミヤイリガイの発見を契機
に、各地で住血吸虫の中間宿主である貝が
次々と確認され、これにより住血吸虫症の
予防法が確立されていきました。宮入博士
の功績は、世界中の人々を救う偉大な成
果として評価され、1927 年には英国のブ
ラックロック博士（リバプール熱帯医学研
究所長）によってノーベル賞候補として推
薦されるほどでした。

一方、駆除事業の対象となったミヤイリ
ガイは、現在では山梨県と千葉県の限ら
れた地域でのみ野生個体の生息が確認さ

れています。最新の環境省のレッドリス
ト（2020 年版）においては、絶滅の危険
性が最も高い「絶滅危惧Ⅰ類（CR+EN）」
に分類されました。

生物多様性は人類の生存を支え、さまざ
まな恩恵をもたらすものとして、その重要
性が訴えられています。つまり、人類に害
を及ぼす生物として駆除され、絶滅の危機
に瀕したミヤイリガイや日本住血吸虫に対
しては、生物多様性の保全の論理は適用さ
れないということを示しているのでしょう
か。生物多様性の保全が「すべての生命の
平等な存続」を意味するのか、それとも「人
類の利益に基づいた選択的な保全」なのか。
ミヤイリガイの歴史は、生物多様性とは何
か、そして人類はいかに他の生物と共存す
べきかという深い問いを私たちに投げかけ
ているのです。

ハチジョウダカラ
長野市に関連する貝として、最後に紹介

するのはタカラガイの仲間であるハチジョ
ウダカラです。インド – 太平洋沿岸域に生
息するこの巻貝が、なぜ海のない長野県で
取り上げられるのでしょうか。それは、現
在の長野市立長野図書館の建設に伴う調査
で発掘された、旭町遺跡の出土品に関係し
ています。

この遺跡からは、タカラガイ形土製品と
呼ばれる縄文時代の土製品が出土しました。

その名のとおり、タカラガイを模して作
られたと考えられる粘土製の遺物です。

縄文時代の遺跡からタカラガイそのもの
の貝殻が出土する例は、長野県北相木村の
栃原岩陰遺跡をはじめ、全国各地で多数確
認されています。一方、粘土でタカラガイ

図 19　自衛隊によるミヤイリガイ駆除の報道の様子
（画像提供：久留米大学医学部感染医学講座（真核
微生物学部門））
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TEL:026（262）3500
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を再現したタカラガイ形土製品の出土例
は、全国でわずか８例しかありません。

この土製品の用途については、儀礼や信
仰に関わるものなど諸説ありますが、明確
なことはまだわかっていません。しかし、
貝の種類を同定できるほど細部まで作り込
まれていることから、人々が古くから貝に
魅了されていたことがうかがえます。

おわりに
本展では、身近な貝という生物の知られ

ざる生態や、長野にゆかりのある貝、人々
の暮らしに関わってきた貝まで、さまざま
な貝の魅力を紹介しています。長野の地で
発見された貝化石は、かつてこの地が海
だったことを物語り、戸隠の淡水に生きる
希少な貝は現在も長野に清らかな水環境が
残っていることを示しています。企画展を
通じて、貝の多様性や美しさ、そして長野
の地と貝の深い関わりに思いを馳せていた
だければ幸いです。　　　　　（田村　遼）

図 20　タカラガイ形土製品（当館蔵）とハチジョ
ウダカラ（信州大学理学部蔵）
忍澤（2024）では、この土製品の形態的特徴から
ハチジョウダカラを模したものと推定しています。
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